
市内で行われた活動やイベントを紹介します みんなのみんなの笑笑顔顔
7/2

ク
リ
ー
ン
・
ビ
ー
チ
な
な
お

～
海
に
感
謝
し一致
団
結
し
て
海
岸
清
掃
～

●
能
登
島
マ
リ
ン
パ
ー
ク
海
族
公
園

　
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
市
内
外
か
ら
20
の
団

体
や
個
人
合
わ
せ
て
約
３
０
０
人
が
海
岸
清
掃
に
参

加
し
、
汗
を
流
し
た
。
参
加
者
は
波
打
ち
際
に
漂
着

し
た
ご
み
や
砂
浜
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
な
ど
を
協
力
し

て
拾
い
、
回
収
し
た
ご
み
は
ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
に

な
っ
た
。

　
会
社
の
仲
間
約
40
人
で
参
加
し
た
女
性
は
「
子
ど

も
と
一
緒
に
海
草
な
ど
を
拾
い
ま
し
た
。
思
っ
て
い

た
よ
り
き
れ
い
で
し
た
」
と
美
し
い
海
岸
が
保
た
れ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
参
加
者
は
自
分
た
ち
の
手

で
美
し
く
な
っ
た
海
岸
を
眺
め
て
笑
顔
を
見
せ
た
。

7/11

七
尾
市
中
学
生
私
の
主
張
発
表
大
会 

～
表
現
豊
か
に
思
い
を
伝
え
る
～

●
能
登
香
島
中
学
校

　
学
校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
や
日
常
生
活
で
感
じ
た

こ
と
な
ど
を
発
表
す
る
私
の
主
張
発
表
大
会
。
市
内

4
中
学
校
の
代
表
10
人
が
審
査
員
や
教
職
員
、
保
護

者
、
同
世
代
の
生
徒
を
前
に
、
堂
々
と
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
発
表
し
た
。

　
七
尾
市
長
賞
を
受
賞
し
た
多
田
拓
哉
さ
ん
は
「
二

つ
の
提
案
」
と
題
し
て
、
自
分
を
信
じ
る
こ
と
と
、

相
手
を
理
解
し
協
力
す
る
こ
と
で
い
じ
め
や
暴
力
の

な
い
社
会
を
作
ろ
う
と
訴
え
か
け
た
。
発
表
が
終
わ

る
た
び
に
会
場
か
ら
は
温
か
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

7/8

第
10
回
能
登
ふ
る
さ
と
博
開
幕

～
「
能
登
は
一
つ
」
を
合
言
葉
に
魅
力
を
発
信
～

●
七
尾
マ
リ
ン
パ
ー
ク

　
能
登
半
島
の
4
市
5
町
で
キ
リ
コ
祭
り
な
ど
能
登

の
魅
力
を
体
感
で
き
る
催
し
が
行
わ
れ
る
能
登
ふ
る

さ
と
博
。
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
を
目
指
し
て

始
ま
り
、
今
年
で
10
年
目
を
迎
え
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
中
島
町
小
牧
地

区
壮
年
団
と
石
川
県
立
大
学
の
学
生
が
枠
旗
2
本
を

担
ぎ
出
し
、
お
熊
甲
祭
を
再
現
。
枠
旗
を
地
面
す
れ

す
れ
ま
で
傾
け
る
妙
技
「
島
田
く
ず
し
」
が
披
露
さ

れ
る
と
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
ま

た
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
チ
ー
ム
8
に
よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
が
行

わ
れ
、
開
幕
に
花
を
添
え
た
。

7/14

福
志
式

～
福
祉
の
道
へ
進
む
志
を
新
た
に
～

●
サ
ン
ビ
ー
ム
日
和
ヶ
丘

　

田
鶴
浜
高
等
学
校
健
康
福
祉
科
の
2
年
生
25
人

が
、
介
護
施
設
で
の
介
護
実
習
を
前
に
福
志
式
に
臨

ん
だ
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
、
生
徒
た
ち
は
引
き
締

ま
っ
た
表
情
で
山
本
嘉
文
校
長
か
ら
実
習
用
の
エ
プ

ロ
ン
を
受
け
取
っ
て
い
た
。

　
代
表
の
高
田
沙
雪
さ
ん
が
「
今
ま
で
学
ん
だ
知
識

と
技
術
を
生
か
し
、
利
用
者
さ
ん
の
心
を
支
え
る
支

援
を
目
指
し
ま
す
」
と
述
べ
、
実
習
生
全
員
で
「
最

善
の
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ

た
。

22七尾ごころ



市内で行われた活動やイベントを紹介します みんなのみんなの笑笑顔顔
7/15
16

第
76
回
七
尾
港
ま
つ
り

～
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
る
～

●
七
尾
マ
リ
ン
パ
ー
ク

　
御
祓
川
大
通
り

　
夏
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま

れ
る
七
尾
港
ま
つ
り
が
行
わ
れ

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
ち

び
っ
こ
カ
ー
ニ
バ
ル
に
は
、
市

内
22
園
の
年
長
児
約
３
５
０
人

が
参
加
。
会
場
は
園
児
の
か
わ

い
い
「
ヤ
ァ
！
」
の
掛
け
声
で

盛
り
上
が
っ
た
。

　

日
が
暮
れ
る
と
、
子
ど
も

ち
ょ
う
ち
ん
行
列
in
御
祓
川
大

通
り
２
０
１
７
が
ス
タ
ー
ト
。

赤
、
黄
、
緑
の
ち
ょ
う
ち
ん
を

持
っ
た
参
加
者
約
２
，
０
０
０

人
が
御
祓
川
大
通
り
を
練
り
歩

き
、祭
り
ム
ー
ド
を
味
わ
っ
た
。

　
祭
り
の
メ
イ
ン
は
第
39
回
総

踊
り
。
32
団
体
約
２
，
０
０
０

人
が
参
加
し
、
時
折
小
雨
が
ぱ

ら
つ
く
中
、
息
を
合
わ
せ
て
踊

り
流
し
た
。

7/29

能
登
島
向
田
の
火
祭

～
幻
想
的
な
火
柱
が
見
物
客
を
魅
了
～

●
能
登
島
向
田
町

　
日
本
三
大
火
祭
り
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
能
登
島
向

田
の
火
祭
が
行
わ
れ
た
。
伊
夜
比
咩
神
社
か
ら
み
こ

し
や
大
小
の
奉
燈
が
担
ぎ
出
さ
れ
、
奉
燈
の
上
で
打

ち
鳴
ら
さ
れ
る
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
、
道
中
を
練

り
進
ん
だ
。

　
手
松
明
で
点
火
さ
れ
た
高
さ
約
30
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
約
10
ト
ン
の
大
松
明
が
巨
大
な
火
柱
と
な
っ
て
夜

空
を
赤
く
染
め
た
。
大
松
明
が
山
側
に
倒
れ
る
と
豊

作
、
海
側
に
倒
れ
る
と
豊
漁
に
な
る
と
い
わ
れ
、
今

年
は
海
側
に
倒
れ
た
。
島
の
夏
の
夜
を
彩
る
祭
り
に

見
物
客
は
魅
了
さ
れ
た
。

7/30

七
尾
博
物
館
と
公
園
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式

～
能
登
国
立
国
１
３
０
０
年
の
節
目
の
年
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
～

●
能
登
歴
史
公
園
（
国
分
寺
地
区
）

　
来
年
10
月
開
館
予
定
の
（
仮
称
）
七
尾
博
物
館
と

公
園
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
が
開
催
さ
れ
た
。
関
係
者

約
60
人
が
出
席
し
て
工
事
の
安
全
と
早
期
完
成
を
願

い
、
不
嶋
市
長
は
「
多
く
の
人
の
交
流
の
場
と
な
る

よ
う
努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
谷
本
知
事
と
共

に
く
い
打
ち
初
め
を
行
っ
た
。

　
博
物
館
は
、
能
登
の
里
山
里
海
の
自
然
環
境
や
歴

史
的・文
化
的
に
価
値
の
あ
る
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
。

来
場
者
が
見
て
、触
れ
て
、楽
し
く
学
ぶ
体
感
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
し
て
、
世
代
を
超
え
て
交
流
で
き
る
施
設

を
目
指
す
。
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